
市
制
施
行
50
周
年
記
念
表
彰
と
し
て
、
全

国
に
向
け
郷
土
の
誇
り
と
な
る
功
績
を
挙
げ

ら
れ
た
２
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

第
１
部
は
、
小
郡
市
観
光
協
会
制
作
の
Ｐ
Ｖ
上
映
で
開

幕
。
服
部
福
岡
県
知
事
か
ら
の
祝
辞（
写
真
①
）、
50
年
を
振

り
返
る「
50
年
の
歩
み
」上
映
、
小
郡
に
ゆ
か
り
の
あ
る
皆
さ

ん
か
ら
の
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
上
映
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

市
民
が
め
ざ
す
小
郡
市
の
未
来
像
を
表
現
し
た
新「
小
郡

市
民
の
こ
と
ば
」は
、
3
3
1
通
の
応
募
の
中
か
ら
５
つ
を

決
定
。
書
を
三
井
高
校
書
道
部
が
し
た
た
め（
写
真
②
）、
小

郡
中
学
校
の
生
徒
が
発
表
し
ま
し
た
。（
写
真
③
）

実は、小郡のまちのはじまりと深く
関わっている爆笑問題の田中裕二さ
ん。その田中さんが、小郡市を訪問
し、小郡のまちを歩きながら自身の
ルーツを辿りました。
式典ではその様子を収めた「ブラリ

小郡」の映像を上映しました。

11
月
３
日
、
市
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
を
二
部
構
成

で
開
催
し
、
延
べ
約
6
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
の
様
子
は
、
市
公
式
Y
o
u
T
u
b
e
で
視
聴
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
制
施
行
50
周
年

記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た

経営戦略課秘書係
☎72-2111

問

第
１
部
　
記
念
式
典

第２部　アトラクション ～Music＆Art～

①②③

爆笑問題・田中裕二さんの
ブラリ小郡まち歩き

小郡市出身のサックス奏者・安武玄
晃さんとバンドメンバーによるライブ
演奏。「感謝」「小郡市の可能性」「希望
の光」を表した安武さん作曲の小郡市
50周年記念ソング『おごおりの光』な
どを披露し、お祝いの気持ちを音楽で
表現してくれました。Yukaさんの歌
声やバンドメンバーの熱気ある音楽に
会場が包まれました。
また、小郡中学校吹奏楽部とのコラ

ボ演奏も行い、華やかにアトラクショ
ンを盛り上げました。

安武玄晃さんサックス演奏
小郡中学校吹奏楽部とコラボ

小郡市出身の芸術家で、イオン小郡
のストリートピアノのペイントを手掛
けた鳥越一輝さん。10月29日、市内
の絵画教室に通う子どもたちとコラボ
し、アート作品を制作しました。
式典では、その制作風景をスクリー

ンに映し、当時の子どもたちの様子な
どを語ってくれました。

▶
完
成
し
た
作
品「
市
の
鳥
・
し
ら
さ
ぎ
」

は
、
令
和
５
年
３
月
末
ま
で
、
あ
す
て

ら
す
に
展
示
中

芸術家・鳥越一輝さんと
子どもたちとのコラボアート

市
制
施
行
50
周
年
記
念
表
彰障がい児を中心とする

福祉の推進に貢献

▲新「小郡市民のことば」

大熊 猛さん

部落差別撤廃と
人権の確立に貢献

組坂 繁之さん

02OGORI CITY  R4.12
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